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お名前またはペンネーム 

資
料
の
解
読
文
の
空
欄

□
に
入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う

か
。 
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子
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合
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此
利
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□
之
銀
子
慥
ニ

□
□
仕
候
所
、
実
正
御
座

□
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返
済
之

□
者
、
当
極
月
切
ニ

□
定
之
加
利
足 

 

元
利

□
ニ
無
相
違
急
度
相
済
し
可
申
候
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為
後
日
証
文
判
形
差
上

□
所
、
仍
如
件
、 

 
 
 

 
 
 

亥

□
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加
賀
屋 

市
右
衛
門
（印
） 

□ 
 

四
郎
右
衛
門
（印
） 

 
 
 

 

（注
） 

慥
ニ
・・
・
「た
し
か
に
」
と
読
む
。 

実
正
・・
・
「じ
っ
し
ょ
う
」
と
読
む
。
偽
り
や
間
違
い
の
な
い
こ
と
。
通

常
は
「
実
正
ニ
」
と
書
く
が
、
こ
こ
で
は
「ニ
」
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

極
月
切
ニ
・
・・
「極
月
（
十
二
月
）
を
期
限
と
し
て
」
の
意
味
。 

無
相
違
・・
・
「相
違
な
く
」
と
読
む
。
「間
違
い
な
く
」
の
意
味
。 

急
度
・
・
・「
き
っ
と
」
と
読
む
。
「
必
ず
」
の
意
味
。 

為
後
日
・・
・
「後
日
の
た
め
」
と
読
む
。 

仍
如
件
・・
・
「仍
（よ
っ
）て
件
（
く
だ
ん
）の
如
（
ご
と
）し
」
と
読
む
。

 

福
井
県
文
書
館 

く
ず
し
字
入
門
講
座 

№
４ 

テ
ー
マ
「頻
出
文
字
・言
い
回
し
」 

第
４
問 

 

（全
16
問
〈№
１
か
ら
№
４
ま
で
各
４
問
〉。
毎
週
土
曜
日
に
新
し
い
問
題
を
配
布
し
ま
す
） 

 

 

こ
の
資
料
は
亥
年
（
年
代
は
未

詳
）
四
月
に
加
賀
屋
市
右
衛
門
ほ
か
１
名
が
差
出
人

と
し
て
作
成
し
た
証
文
で
す
。
宛
て
名
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。 

 

傍
線
部
の
表
題
は
、「
○
○
申
△
△
之
事
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
△
△
を
○
○
ま
す
（
し
ま

す
）」
と
い
う
意
味
で
し
た
ね
。
△
△
は
「
銀
子
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
△
△
と
○
○
の
各
２
文
字
は
本

文
の
１
行
目
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
通
常
、
借
金
の
証
文
は
、
借
り
た
金
額
を
書
く
と

と
も
に
、
お
金
を
確
か
に
借
り
た
こ
と
、
い
つ
ま
で

に
返
す
な
ど
返
済
に
つ
い
て
の
約
束
事
が
書
か
れ
、

こ
れ
は
現
代
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
こ
の
資
料
の
場

合
は
、
十
二
月
を
期
限
と
し
、
借
金
を
利
息
（
資
料

で
は
「
利
足
」）
も
合
わ
せ
て
す
べ
て
返
済
す
る
約
束

の
よ
う
で
す
。 

 

資
料
の
本
文
は
ほ
ぼ
定
型
文
で
す
。
本
文
の
文
章

を
多
少
覚
え
て
お
け
ば
、
江
戸
時
代
の
証
文
を
読
む

コ
ツ
が
つ
か
め
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

吉
野
家
文
書
「
借
用
申
銀
子
之
事
（
銀6

0

匁
）」 

当
館
蔵 

B
0
0
3
0
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0
0
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難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

 

「
く
ず
し
字
入
門
講
座
」
か
ら
少
し
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
「
く
ず
し
字
初
級
講
座
」
は
、
10
月
に
開
講
予
定
で
す
。 

◆
今
回
も
、
一
点
の
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
丸
ご
と
読
ん
で

み
る
課
題
で
す
。
資
料
は
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
借
金
の
証
文

で
す
が
、
古
文
書
に
よ
く
使
わ
れ
る
文
字
や
江
戸
時
代
独
特

の
言
い
回
し
が
み
ら
れ
ま
す
。 
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